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令和３年度も既に半ばとなりまし
た。ちょうど１年前の編集後記でも
コロナウィルスに触れましたが，そ
の闘いは未だに収束できずにいま
す。東京にオリンピックを誘致した
際，現在の状況を予測できた人は皆
無だと思います。
また，人々の生活においては，新
しい生活様式や，日々変わる状況下
での対応についても様々に考えさせ
られました。変化に対する柔軟性や，
予測・計画と事前準備の重要性，そ
して“慣れ”の怖さ。これらは災害
に対する心構えと共通すると思いま
す。
今年も様々な自然災害が発生して
います。梅雨明け直前のゲリラ豪雨
は，人々に多大な苦しみをもたらし
ました。警戒レベル５相当の豪雨が
繰り返し発生し，尊い人命が数多く
失われました。元の生活に戻るまで
には，まだまだ時間がかかることで
しょう。
建設業界は防災，災害対応，災害
復旧・復興に対し多くの貢献をする
ことができる重要な業界の一つだと
思います。今後も様々な技術を開発・
駆使し，社会貢献を行うことが必要

なのではないでしょうか。
9月号は「防災，災害対応，災害
復旧・復興」がテーマです。ここ数
年取り上げられているテーマです
が，東日本大震災から 10 年が経過
したことから，今年度についても取
組み内容や新技術について広範囲に
紹介しています。
行政情報では，「南海トラフ巨大
地震・首都直下地震対策本部」と「水
災害に関する防災・減災対策本部」
を発展的に統合した，「国土交通省 
防災・減災対策本部」の「総力戦で
挑む防災・減災プロジェクト」の現
状についてご紹介いただきました。
巻頭言は，東北大学災害科学国際
研究所の所長，今村教授にご執筆い
ただきました。
交流のひろば・ずいそうでは，多
くの皆様から幅広く興味深いお話を
お伺いすることができました。
これらの情報を共有することで，
建設業界が安全・安心な社会基盤を
構築することの一助になれば幸いで
す。
最後になりますが，このようなコ
ロナ渦の中，突然のお願いにも関わ
らず快くお引き受け頂いた執筆者の
皆様には，改めて心より感謝申し上
げます。
� （副島・内藤）
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10 月号「自然再生，自然景観，都市景観，復興まちづくり景観」予告
・ほこみちプロジェクト本格始動　・グリーンインフラの推進に向けて　・自然と共生する新し
い工業団地開発のかたち　・瀬戸内Kirei 太陽光発電所建設における「錦海ハビタット」として
の湿地再生　・港湾工事で発生する材料を活用した生物共生干潟の創出　・緑化工による自然環
境の復元と保全　・瀬の再生と土木遺産の再現　八の字堰（熊本県八代市）　・既設河川横断工
作物を改良した切欠き魚道設置の検討と実践　・生物共生型護岸『潮彩の渚』　・岩盤法面整形
装置及び景観工法　・コケボード緑化工法の施工方法と断熱保温効果　・将来に残る持続可能な
復興まちづくりのかたち


